
ジェンダー問題から見る日本と世界

背景・目的

〇『日本と世界の差」のキーワードであると感じるジェンダー問題への理解を深める
〇できるだけたくさんの人へジェンダー問題への認識を広げる
〇身近な場所でジェンダー問題への理解が深められる
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目標・計画
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SDGsとの関連
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ジェンダー問題
にはどんな
ものがあるか

それらのジェン
ダー問題の現状は
どうなっている

のか

調
査

日本の発展のため
に解決すべき問題

を考察

『ジェンダー問題から見る日本と世界』と題し
日本全体でのジェンダー問題の認知度
身近な場所での認知度

↑アンケートで調査

問題への認知度・関心度が高いほど解決へ近づくのでは？

ただアンケートをとるだけではなく、同時に
問題への認知を広げることはできないか？

⇒様々な問題の紹介を含んだ
アンケートを作成

調べて気づいた世界のジェンダー問題事情 日本ジェンダー問題の現状

・男女の雇用差問題 ・性別マイノリティからの情報発信がさかん
・男女の教育格差 ・先進国であるほど男女平等が図られている（政治など）
・ジェンダーギャップ指数（男女不平等度）が低い国ほど国民幸福度が高い

・男女の雇用差問題（例：女性の産後職場復帰が厳しい）
・政治に女性の介入が少ない ・女性への暴力被害が多い
・ジェンダーギャップ指数ワースト世界１２１位 ・国民幸福度が低い

実施内容 調査まとめ

調べたジェンダー問題についての認知度・意見をアンケートで調査

アンケートに「アンケートによって問題への理解・関心が
得られたか」という設問を用意

まとめ

思わない（６.４％）

わからない（３.８％）

思う（８９.８％）

Q.男女差別や男女への固定概念が
なくなるべきだと思うか

最初の質問でさまざまな性別があることを知らないと答え
た人よりも、最後の質問でジェンダーについて理解できたと
回答した人の方が多いことから、アンケートで情報を調べる
だけでなく、提示することにも成功したと言えます。

しかし一定数は｢理解できなかった｣
と回答しているため、アンケートで伝
えたい情報を伝えきるのは困難である
とも感じました。

よって情報を伝えるためには、『伝
える事』が主な目的であるポスターや
チラシなどの方が効果的なのではと考
え、調査のための何かと、伝えるため
の何かの利用の仕方をさらに考えてゆ
けば、よりよい探究や企画へつながる
のではないかと思います。

今後の
課題・展望

現在、私たちの学年だけでも全ての生徒がジェンダー問題
について理解しているわけではないので、まずは、私たちの
周りから差別の意識を無くすことや、意識を深めることが大
事であると考えます。

アンケート結果一部抜粋

また、ジェンダー問題の人権的な面の展望については、性別
マイノリティの方々への特別な対策を考えることは、問題への
根本的解決にはならないので、当事者の方たちが気を使われる
ことなく、私たちと同じ生活を送れるようになることが望まし
いと感じました。

ジェンダーギャップ指数と国民幸福度の照らし合わせなどから見ると
日本は様々な面で世界と比べジェンダーが不平等であり、ジェンダー問題の解決が

さらなる発展・平等社会へつながるのではないか？
【目標・計画】の

より、

思う（７３.３%）

わからない（１８.８％）

思わない（４.０％）

無意識にしている固定概念が差別に
つながることを理解している人が多数

Q.ジェンダー問題と生活の豊かさには
関係があると思うか

Q.世界には様々な性別が
あることを知っているか

知っている（８８.７％）

知らない（１１.３％）

・The Global Gender Gap Report (2020)「世界のジェンダーギャップ指数について」
〈https://jp.weforum.org/reports/gender-gap-2020-report-100-years-pay-equality 2020年10
月23日閲覧
・Sustainable Japan(2020)「国連の幸福度ランキング2020について」
〈https://www.google.co.jp/amp/s/sustainablejapan.jp/2020/03/25/world-happiness-report-
2020/47655%3famp〉 2020年10月9日閲覧
・World Happiness Report (2020)「世界の幸福度ランキングとジェンダーの関連」
〈https://worldhappiness.report〉2020年10月23日閲覧
・Sustainable Japan (2020)「男女平等ランキング2020について」
〈https://www.google.co.jp/amp/s/sustainablejapan.jp/2019/12/18/global-gender-gap-report-
2020/44753%3famp〉 2020年10月9日閲覧
・ReBiT(2018)「ふつう」ってなんだ？LGBTについて知る本 2020年6月26日閲覧
・イラスト素材：パンコス〈http://www.pancos-sozai.com/〉

ジェンダー格差を客観的に見て判断でき
る人は多数いたが、自身の生活が豊かに
なるかなど考えたとき「わからない」と
いう判断になる人が多くいた。

やはり身近に例があったり、自ら情報を
得なければ、ジェンダー問題は問題とし
て捉えにくいと考えられる。

私たちはジェンダー問題に興味があるという共通点から集まり、様々なジェン
ダー問題がもたらす日本と世界の差とはなんなのか、経済的、人権的な観点、国
民幸福度の観点などから調べることにしました。

『５.ジェンダー平等を実現しよう』『１０.人や国の不平等をなくそう』
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